
経尿道的膀胱腫瘍切除術を受けられる患者様へ
KCH-251-06-0127-002

患者氏名：

入院前 術後１日目(退院）

術前 術後（入院） （　　　/ 　　　）

入院の目的が理解できる 全身状態に関し、手術可能である 麻酔が覚め、血圧･呼吸が安定している

手術に関連した説明内容が理解でき、実施
できる

痛みが軽く入眠できる
転倒・転落の発生がない

・手術に必要な検査があります

※必要時には他科受診があります

・麻酔科受診

処置 ・手術前に弾性ストッキングを履きます
・尿をだすための管が入ります
・管がつまらないように、膀胱内に洗浄水を持続的に流すことがあり
ます

・尿の管を抜去します
その後最初に出た尿を見せてください

・医師より中止を言われた薬は内服しないで
ください

□食事がとれたら内服薬を服用してください（血糖降下剤は翌日か
ら服用して下さい）

□内服薬はいつも通りに内服してください

・点滴を半日続けて行います (ただし血小板薬は再開日を説明します)

・抗生剤の点滴をします

・膀胱刺激がありますが、痛み止めなどの援助をさせて頂きます

安静度 ・制限ありません
・5時間後より座れます
※本日は歩行できません
用事がある時にはナースコールをしてください

・歩行できます
初回歩行は看護師と一緒に実施します

・制限ありません
・水分摂取は医師から指示された時間ま
で摂取可能です

・5時間後より水分がとれます ・普通食

・絶食（　　　）時

・絶飲（　　　）時

排泄 ・排便はベッド上 ・トイレ

・入浴 ・入浴できます

手術の前日には必ず入浴し清潔にしましょう

・入院前オリエンテーション ・手術後の説明（患者・家族） ・尿の観察の仕方、水分摂取

・転倒防止DVDの視聴

・入院の手続き  ・手術説明・同意書記載 ・入院時オリエンテーション ・日常生活指導

入院時必ず持参してください

公益財団法人 大原記念倉敷中央医療機構　倉敷中央病院

経過
手術当日（　　　/　　　）　　　時　　分～予定

目標
血尿や排尿痛・頻尿が軽減し、日常生活が
送れる
転倒・転落の発生がない
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